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研究の概要 

一部の樹木はその樹幹内にモノリグノール配糖体(monolignol glucoside, MLG)を貯蔵している。

また、樹木に投与された MLG がリグニンに取り込まれることも確認されていた。しかしながら、

MLG の樹幹内貯蔵量の季節変動は、必ずしも樹木の成長期と一致せず、実際の木化過程との関係

性の議論は決着していなかった。その理由のひとつとして、MLG が水溶性であり、各種分析に不

可欠な前処理によってその位置情報が失われるため、細胞壁形成との関係を顕微レベルで分析す

ることの困難さがあった。そこで、凍結固定試料を用いたクライオ二次イオン質量分析/走査電子

顕微鏡(Cryo-TOF-SIMS/SEM)システムによる可視化技術を確立し1)、MLG が樹幹内のどの組織・

細胞に、どの程度存在するのかを直接的に調査した。 

急速凍結したイチョウ樹幹内におけるコニフェリン(CF)の分布を可視化2,3)したところ、CF は

分化中木部の仮道管細胞内に蓄積されていた。その蓄積パターンは、CF がリグニンに取り込まれ

る時期と一致しており、CF がリグニン前駆体として機能していることを示した。また、ムラサキ

ハシドイの分化中木部において、シリンギン(SY)蓄積量は木化の進行に応じて変化しており、SY

がリグニン前駆体として機能していることを示した。特定の分化段階では道管内から SY が検出

され、SY が組織・細胞間で輸送されていることが明らかになった4)。さらに、傾斜させたクロマ

ツを用いた実験では、p-グルコクマリルアルコールが、主に圧縮あて材の分化中木部で蓄積され

ていることを確認した。酵素による前駆体の酸化沈着活性が圧縮あて材とオポジット材とで大き

く異なっていたことから、最終的なリグニンの構造単位組成は、前駆体供給と酵素による酸化沈

着活性の相互制御で複合的に調節されていると結論づけた5)。 
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